








学位論文名 Modulation of Coronary Flow Velocity Reserve by Gender， 
Menstrual Cycle and Hormone Replacement Therapy 
(性、性周期および女性ホルモン補充療法による冠血流予備能の変化)














と同レベルにまで低下した。(123:t9， 28:t 6， 25:t 9， 19:t1 pg/ml， p<O.OOOl)。閉経前女性におい
て、排卵期のCFVRは卵胞期に比して有意に高値であった (4.8:t0.4vs. 3.7:t0.8， p<O.OOOl)。男性の
CFVRは変化しなかった (3.7:t0.6vs. 3.8:t0.5， p=ns)。合成エストロゲン内服後、閉経後の女性の

















ベルにまで低下した。(123:t9， 28:t 6， 25:t 9， 19:t1 pg/ml， p<O.OOOl)。閉経前女性において、排卵
期のCFVRは卵胞期に比して有意に高値であった (4.8:t0.4vs 3.7:tO.8， p<O.OOOl)。男性のCFVRは変
化しなかった (3.7:tO.6vs 3.8:tO.5， p=ns)。合成エストロゲン内服後、閉経後の女性のCFVRは有意に
増加した (4.1:tO.8 vs 3.4:tO.8， p<O.0005)。
閉経前女性のCFVRは排卵期に増加した。閉経後女性のCFVRはエストロゲン補充療法後に増加した。
これらの結果は、エストロゲンの冠微小循環の改善効果を示唆するものである。
よって、本研究は女性ホルモンが健常者の冠循環に及ぼす影響の解明に寄与しており、本研究者は、博
士(医学)の学位を授与されるのに値するものと認められた。
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